
飼料作物の栽培利用 に関す る．研．究   

1．除草剤利用忙よる雑草防除試験（継続）  

小 林 秋 雄」 今 成 竹 正  

五 味英久、・渡辺  彬  
適 当  

（1）目 的  

昭和44年度忙土壌処理、昭和45年変性雑草処理忙エる雑草防除鼠験を乗施したが、夫々単   

独では呂的を適することは困難で、両者の併用、或比物理的除草法との組合せが必贋であるとの   

知見を得た。  

この事を背骨として、今年は処理時期を中心とした基確試験を実施し、併用或ぃは組合せのた  

めの資料とする。   

（2）方 法  

丁、対象作物および雑草  

甘刈とうもろこし（4d，．4，7日播種、施肥憫行法、瞳巾75β¶、挟間ム0√Ⅵ2木立）  

畑地1年生夏型雑草（クヂ、ツユクサ、アカザ、ヒユ、メヒヅハ、ハコベ、ナズナ等）  

イ、供試薬剤  

土壌処理剤 PCP液剤、ニッブ液剤  

雑草処理剤 D．0．P．A、ゲザミル  

ク、処 理  

土壌処理……POf■液剤……播種直後・1週間。2週間・無処理  

ニッブ液剤……  〝  

1B＝7P、5B制、1P＝鼠45〝ヂ（2．25×4．2）  

雑堪処理……D（コPA……5週後。4週後。5週後・無処理  

ブザミ′レ  〝  〝  

18＝7P、5B制、1Ⅰ〉＝945ナガ（2．25×4．2）  

エ、薬剤使用量（1Dα当ヂ）  

POP……1．00（）皿  ニップ・‥・‥1，D OO瓜  

DOI〉A … 50【lタ  グサミノレ …1（）0ダ  

1Da当100一色の水使用   

オ、調査項目  

（カ 処理後1ケ月における雑草種輝l別発生量と椒圧の比較  
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（イ」トゥモロコンに対する薬害  

桝、処理前後の気象  

（3）、調査結果  

7、処理前後の気象  

＼＼＼、、β日   
＼＼＼  4／5  6  桓 l 

＿ 8・5  

降水量（痢   4．5  d．2  1D  7d  

四  19  20  ⑳  22  25   24  25  2る  27   ⑳  

鼠5  

15．ム   55．4   

5／1  

14．5   
2．5  1．4  45．1  ト   

14  15  

㊥○印は処理目  
190  1d．8  

イ、土壌処理後1ケ月における雑草種類別発生景と薬害  

研 直後処理（4／7）、1ケ月後（5／7）の結果（1汀ヂ当）  

トウモロコシに  雑草名  とヒエ 巨  メヒジハレユクサ  H   クデ  アカサ  ハコベ  lヒユ  ナ，烈▲  合計  対比   対する薬害  一 
本  2D2、8  

草 発  1旦－1る  

生㈲   
無処理区  48．4  100  

ニップ処理区   □．4  1．る  D．4  0．4  16，0  55．1  

12．4 n   24．0  49．d  
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川1週後処理（4／う4）、1ケ月後（5／14）の結果（1↑げ当）  

トゥモロコミ／に  

‾ここ葵警  ヒエ  メ叫  ツークサ  クデ  7カサ  ノヽコ・ぺ  ヒユ  棉‾  合書†  対比   対する薬寄    無処理区  78．8    巨Dd・8  202．8  2．8  55．2  58．8    585．2  1ロロ  
d5．2  12d．4  21．7   ＋  

55．2   4．0  554．4  d．D．8  

221．る  1ロ8  

4．8  14▼8  

ニッフ処理区   
0．4  

！POP処理区   2．4  ！‾  54．8   72  ニッフ髄区  5．2    M5d．0                   PC】P処理区  占4．0    19d．0  5ヱ2                  無処理区   5．2    114．0  88．8  0．4  14．4  0．8                            2D＿D  9．0  】               5．占  0．4    d8．4  50．9   
（勇 2週後処理（4／Zl）、1ケ月（5／21）の結果（1†ガ当）  

クヂ  アカザ   

‾ 
蒜品詞  

ニッブ処理区  1d．0  1092  65．2   2月   5．2  198．4  51．7  ＋  

蜃   21．2  

廃 」｝．′  
4．8   8．ロ  d74．4  1〔】0  

f 

甲  
‖   

重   

‖  、＼雑草名  、＼  ヒ ここ  メヒうふ  u ㌣クサ      ノヽコベ  ご「  ナズナ  ド計  甲比   対する薬害’  駆 廃   無処理区  占8．0    l i222・8  181．2  1．2  94．8  4d．8  12．0  る2d．8  100            t                 PCP処理区  d5．2  鼠2  1124．0      148  14．8  1．2  250．4  5望⊥         無処哩区  ■10．D    274．8  500．0  0．8  7d．D  
2．0  L7ム8  114  44．4  0，4  ニッフ処理区  2，4    2エ占    u                      7占．0  9占  ＿夢 4，4   1．2  8．4  

国 典理後1ケ月における、処理時期別発生雑草畳  

雑草発生本数（㌦／本）  発生雑草塞盤（㌦／ダ）  

200  4m  dOD アロ0  
1－－－十－一十トーーーー1－一トーーートーユト・‥－   l ： ； l  

ユ（2週後処理）  」  

無処理   

ニ ッ プ   

P O P  

（直後処理）   

無処理   
ニ ッ プ   

ア（〕f  
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ウ、椎茸処理後1ケ月における雑草種類別発生克と薬害  

∽、5増援処理（4／28）、1ケ月後（5／2S）の繹果（1ナナ㌔当）  
（トゥモロコツ1芯1稟、婚草丈2～5澗）  

n   

雑草名  ヒ エ  メヒジバ  lヵクサ  いデ   “ 7カザ  ノこ「  ヒ ニL  ブつや一  碧下一計   岳対比  トクモ咄／に 対する薬害   

5．9  
∈㈱   

r芸数  

H）4週後処理（5／4）1ケ月後（占／4）の結果（1㌦当）  

（トゥモロコツ1芯2乗、雑草丈5～dm）  

雑草名  】 lヒエ  上竺  ソユ丹「クデ   ⊆ァが  血  ヒニL  ナ埼▲  ‖ ㌍  至ニ言  l 毒対比   

基数  
発  対する薬害   生困   る．8   

トゥモロコゝ〃こ  
草  

グザミル区  10♀2  4．0  1▼二  2占50．4  ム74  

古口．0  処理区  占4．8    1526．8  巨85・う・2  11ま2  55岳8  8＿8  5905ム  10D  重 J封め   

桝 5周後処理（5／12）1ケ月後（占／12）の結果（1〟当）  

（トウモロコシ本葬4枚、雑草丈4■〉5甜J  

H クヂ  lプが  ‾T l ノ＼コ′く  ヒコ 

†右左  ¶完三；右  

】  ヒエlメヒル」     ツユクサ   1        ．  円 h村 ‖        対－ナる薬害  経本 草敢  
発  

畑）   
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（⇒ 処理後1ケ月における、処理時期別発生雑草量  

エ、土壌処理に対する考察  

の処理時期に羊る効果はニップ忙机（ては1週後＞2徴紆＞直後であり、pCP忙机、   

は2週後＞1週襟＞直後であった。挿確後1匝l経雨があり、土壌表面が落着ぃてからの姦   

理効果が高く、昨年と同様の傾向を示した。  

H）除草効果はニップ＞popであるが、ニップはトウモロコシK対して薬害を認めた。薬   

寄は2ケ月後は快復したが、生育の席延があった。   

伊）こニッブとPCPの雄二草忙対する反応。   

ニ ッ ブ   十十   ＋－ト ＋＋十   ＋   

P O P  ＋   ＋   十＋   ＋十十   ヒ  エ  シュクア  ク ヂ  ノヽ コ・ぺ  ヒ  コ．  ナズナ        ・      十＋十  ＋  
（注） ＋＋＋枯死。  

＋＋ 有効だが枯死しない。  

＋  効果はあるが快復する。  
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国 今後の取扱い。  

飼料作物畑に発生する雑草の種類が多いから、複数の除草剤を混合して処理することが望   

せしいと考える。即ち、ニップとPOl）の混乱て上って、効果の弱い部分を補ぃ合えば相乗   

効果も明得できるものと考える。  

又、更に建草地理方との併用も考えられる。   

オ、雑草ノ範】聖忙対する考察   

（力、処理時期に上る効果は播種後5摺に処理したものゝ効果が大で、・それ以後草丈－う；5所以上   

になるに従い効果がすくなくなった○従って、雑草の生育の良い時期では、緒種後の日．撃て  

なく、雑草の草丈をめやすに処理時期を決めなくては宏ら柔い。  

川、除草効果はグザミル＞DOPAであるが大差はなかった0グザミルはトウモロコシに対〔  

て薬害がちった○茶番吐草丈が高くなるに従って強くなったが、気温の上昇も影響してぃる  

とも考えられ、判然とし夜い。DCI）Aは薬笥がなく安全である。  

桝、DOl）Aとグザミルの椎茸忙対する反応。  

ツ、ユクサ       ク ヂ  ＋＋    十＋  ＋  ＋  十十   ＼、   l 茸摺 除草剤  ヒ  エ  ′、＝・べ  】  ヒこ  D C P A  ＋＋  ＋＋  ＋＋   ゲザミノレ 」＿  ＋＋  －H－  ＋   
（注） ＋＋＋枯死。  

＋＋ 有効だが枯死しをレ句  

＋  効果はあるが快復する。  

一  効果なし。  

メヒウノ、は上繋葦に押えられて、発生がおくれ薬効を確認できなかクた。  

（⇒ 今後の取扱車。  

DCPAはトウモロコシに対して安全で、ツユクサ以外のものK平均して効果を認めるの  

で、ツユタサ忙効果のある24Dとの混用把ついて検討してゆきたぃ。  
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